
・内科　　6,940人
・小児科　3,787人
・外科　　5,549人
・救急車受入実績　850件

以上のとおり、指定管理者は初期救急医療機関としての責務を本年度も十分に果たした。

2020年度
横須賀市救急医療センターの管理状況

管理運営に対する市の評価

指定管理者は、協定書に基づき施設を適切に管理し、健全な運営を行った。
指定管理者としての患者サービスの一環として引き続き、あらかじめ混雑が予想される日は、2診体制を準備して対応した。
指定管理者として積極的に新型コロナウイルス対策を図り、救急医療センターの円滑な運営に努めた。

2020年度実績



2020年度 内科 小児科 外科 患者計 特記事項

2020年
4月

390人 156人 274人 820人

・GWに備え、例年通り市内の診療所の開院状況を調査し、掲示並びに配布を行った。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年4月比 内科 約42.6％ 小児科 約13.8％ 外科 約42.2％ 計 約30.4％）
（2018年4月比 内科 約43.4％ 小児科 約18.3％ 外科 約45.0％ 計 約34.7％）

2020年
5月

576人 213人 485人 1274人

・GW期間中の祝日は、全ての診療科の医師、看護師等を増員し、1.5診体制とした。
・GW期間中の市内の診療所の開設状況について、掲示とちらしの配布並びに電話での問い合わ
せについて対応を行った。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年5月比 内科 約43.1％ 小児科 約15.4％ 外科 約52.7％ 計 約35.0％）
（2018年5月比 内科 約56.7％ 小児科 約19.2％ 外科 約58.5％ 計 約43.1％）

2020年
6月

432人 246人 401人 1079人

・新型コロナウイルス対策のうち、飛沫防止対策として窓口にアクリル板を設置した。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年6月比 内科 約57.4％ 小児科 約29.1％ 外科 約63.4％ 計 約48.4％）
（2018年6月比 内科 約68.1％ 小児科 約30.1％ 外科 約69.1％ 計 約53.1％）

2020年
7月

648人 416人 525人 1589人

・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年7月比 内科 約79.3％ 小児科 約31.1％ 外科 約80.8％ 計 約56.7％）
（2018年7月比 内科 約59.7％ 小児科 約29.5％ 外科 約66.3％ 計 約48.3％）



2020年度 内科 小児科 外科 患者計 特記事項

2020年
8月

749人 395人 667人 1811人

・8月9日・10日は内科・外科を1.5診体制として診察を行い、看護師、薬剤師について増員を
行った。（看護師は8月12日から14日も増員体制とした。）
・8月28日に消防訓練を実施した。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年8月比 内科 約76.0％ 小児科 約37.4％ 外科 約87.1％ 計 約64.5％）
（2018年8月比 内科 約80.5％ 小児科 約38.6％ 外科 約100.3％ 計 約69.2％）

2020年
9月

623人 383人 576人 1582人

・9月20日から22日は内科・外科を1.5診体制として診察を行い、看護師、薬剤師について増員を
行った。
・新型コロナウイルスに係る対応のため、必要に応じて事務員の増員を行った。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年9月比 内科 約68.5％ 小児科 約34.3％ 外科 約74.3％ 計 約56.5％）
（2018年9月比 内科 約69.6％ 小児科 約35.4％ 外科 約77.3％ 計 約58.1％）

2020年
10月

449人 340人 447人 1236人

・新型コロナウイルスに係る対応のため、必要に応じて事務員の増員を行った。
・10月7日に災害用備蓄薬品の搬入を行った。
・10月15日に排水管清掃を行った。
・10月17日に自家発電機設備点検を行った。
・10月26日に救急医療センター運営委員会を開催した。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年10月比 内科 約54.2％ 小児科 約35.6％ 外科 約70.3％ 計 約51.1％）
（2018年10月比 内科 約60.2％ 小児科 約37.7％ 外科 約74.3％ 計 約54.9％）

2020年
11月

565人 410人 507人 1482人

・PCR検査体制の変更に伴い、11月30日付にて横須賀PCRセンターを一時休止とした。
・新型コロナウイルスに係る対応のため、必要に応じて事務員の増員を行った。
・11月22日、23日に内科を1.5診体制とし、看護師、薬剤師の増員を行った。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年11月比 内科 約60.2％ 小児科 約32.7％ 外科 約93.2％ 計 約54.2％）
（2018年11月比 内科 約66.5％ 小児科 約40.2％ 外科 約91.7％ 計 約61.2％）



2020年度 内科 小児科 外科 患者計 特記事項

2020年
12月

651人 352人 460人 1463人

・PCR検査体制の変更に伴い、12月14日付にて横須賀PCRセンターを再開し、12月17日に内覧
会を行った。
・待合に近隣クリニックの休診状況の掲示を行った。
・12月29日から31日に小児科、内科を2診体制とした。
・12月30日、31日に外科を1.5診体制とした。
・12月29日から31日に看護師の増員を行った。
・12月28日から31日に薬剤師の増員を行った。
・年末年始及び発熱者の振り分け対応のため、常時事務員の増員を行った。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2019年12月比 内科 約29.1％   小児科 約16.3％  外科 約68.6％ 計 約28.9％）
（2018年12月比 内科 約38.8％ 小児科 約20.6％  外科 約67.1％  計 約35.9％）

2021年
1月

809人 278人 480人 1567人

・1月1日から3日、10日、11日に小児科、内科を2診体制とした。
・1月1日から3日に外科を1.5診体制とした。
・1月1日から3日、10日に看護師の増員を行った。
・1月1日から3日、10日、11日に薬剤師の増員を行った。
・年末年始及び発熱者の振り分け対応のため、常時事務員の増員を行った。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2020年1月比 内科 約29.1％   小児科 約14.8％  外科 約66.6％ 計 約29.1％）
（2019年1月比 内科 約18.3％ 小児科 約8.0％  外科 約75.2％ 計 約18.4％）



2020年度 内科 小児科 外科 患者計 特記事項

2021年
2月

479人 264人 375人 1118人

・発熱者の振り分け対応のため、常時事務員の増員を行った。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2020年2月比 内科 約43.4％   小児科 約25.0％  外科 約81.0％ 計 約42.7％）
（2019年2月比 内科 約32.0％ 小児科 約18.3％  外科 約84.1％ 計 約33.0％）

2021年
3月

569人 334人 352人 1255人

・発熱者の振り分け対応のため、常時事務員の増員を行った。
・3月20日、21日に内科を1.5診体制とし、薬剤師を増員した。
・全ての診療科目において、新型コロナウイルスの影響と思われる患者数の減少がみられた。
（2020年3月比 内科 約87.0％   小児科 約71.2％  外科 約89.1％ 計 約82.7％）
（2019年3月比 内科 約64.9％ 小児科 約34.3％  外科 約66.0％ 計 約52.7％）

合計 6940人 3787人 5549人 16276人


